
大
変
な
洪
水
被
害
と
な
っ
て
い
る
タ
イ
で

は
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
工
場
が
１
０
数
か
所
あ
り
、

全
世
界
の
４
０
～
４
５
％
を
占
め
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
立
も
Ｈ
Ｄ
Ｄ
拠
点
工
場
が

タ
イ
に
あ
り
部
品
調
達
が
懸
念
材
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
世
界
的
に
Ｈ
Ｄ
Ｄ
不
足
が
深
刻

で
秋
葉
原
で
は
Ｈ
Ｄ
Ｄ
が
３
倍
に
も
価
格
が

高
騰
し
て
い
る
状
態
で
す
。

東
日
本
大
震
災
に
於
い
て
も
、
ル
ネ
サ
ス

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
「
ひ
た
ち
な
か
工
場
」

な
ど
が
被
害
に
あ
い
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、

世
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
パ
ソ
コ
ン
、

家
電
、
自
動
車
な
ど
各
産
業
が
生
産
の
縮
小

な
ど
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
経
済
新

聞
で
さ
え
一
一
月
七
日
付
で
は
、
「
リ
ス
ク

に
強
い
供
給
網
を
つ
く
っ
て
こ
そ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
だ
」
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
洪
水
に
よ
る
Ｈ
Ｄ
Ｄ
供
給
不
足
の

危
機
は
、
こ
の
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て

お
ら
ず
、
目
先
の
利
益
の
み
を
追
い
求
め
た

結
果
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
や
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
み
な

ら
ず
、
家
電
、
自
動
車
、
携
帯
電
話
、
携
帯

端
末
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
器
に
内
蔵
さ
れ
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
い
ま
や
半
導
体

に
続
い
て
産
業
の
コ
メ
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
産
業
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

譲
渡
先
の
Ｗ
Ｄ
社
は
裏
面
で
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
会
社
の
買
収
、
一
部
事
業
の
切
り

捨
て
、
子
会
社
の
売
却
、
リ
ス
ト
ラ
、
解
雇

な
ど
を
繰
り
返
し
て
大
き
く
な
り
、
今
で
は

Ｈ
Ｄ
Ｄ
で
世
界
一
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
ま
で
に

な
っ
た
会
社
で
す
。
ま
た
「
転
勤
を
断
る
と

退
職
金
が
払
わ
れ
な
い
」
な
ど
、
日
本
で
は

信
じ
ら
れ
な
い
労
働
条
件
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
ア
メ
リ
カ
型
の
労
働
条
件
を
持
ち
込

ま
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

売
却
の
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
極
集
中
の
生
産
を
排
除
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
安

定
供
給
を
す
す
め
る
た
め
に
も
、
Ｗ
Ｄ
社
の

な
り
ふ
り
か
ま
わ
な
い
ア
メ
リ
カ
型
経
営
方

針
を
日
本
に
持
ち
込
ま
せ
な
い
防
波
堤
と
な

る
た
め
に
も
、

藤
沢
、
小
田

原
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ

事
業
所
を
将

来
に
わ
た
っ

て
存
続
さ
せ

る
こ
と
が
重

要
で
す
。

労
働
組
合
に
事
前
に
相
談

す
る
こ
と
も
な
く
売
却
を
発

表
す
る
こ
と
は
、
日
本
を
代

表
す
る
企
業
と
し
て
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
「
労
働
者
の
雇
用
の
安

定
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」

と
す
る
労
働
契
約
承
継
法
指

針
に
違
反
も
し
て
い
ま
す
。

譲
渡
の
取
り
消
し
も
含
め
、

日
立
製
作
所
と
日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ

は
全
従
業
員
の
雇
用
・
生
活

の
保
障
に
責
任
を
果
た
す
べ

き
で
す
。
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Ｄ
Ｄ
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Ｈ
Ｄ
Ｄ
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に
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込
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Ｗ
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リ
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ラ
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い
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原
事
業
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幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
日
立
グ

ル
ー
プ
の
主
力
事
業
と
な
っ
て
き
た

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
を
、
身
勝
手
な
経
営
方

針
に
よ
り
ラ
イ
バ
ル
企
業
で
あ
る
米

国
Ｗ
Ｄ
社
に
売
却
す
る
と
い
う
発
表

か
ら
８
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

日
立
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
誇
り

も
持
ち
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
会
社
を
、

事
前
の
労
働
組
合
の
承
諾
も
無
く
勝

手
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
組
合
員
・

従
業
員
の
気
持
ち
は
、
「
ハ
イ
、
そ

う
で
す
か
」
と
は
い
か
な
い
の
で
す
。

会
社
の
理
念
や
企
業
方
針
が
不
明

な
ま
ま
、
「
あ
な
た
は
、
Ｗ
Ｄ
社
の

子
会
社
の
社
員
と
な
り
ま
す
」
と
言

わ
れ
て
も
、
納
得
出
来
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

組
合
員
・
従
業
員
は
多
く
の
不
安
・
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
時
に
、
優
れ
た
知
恵
や
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
全

体
集
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
全
て
の
声
を
汲
み
つ
く
し
、
そ
れ
ら

を
力
に
日
立
製
作
所
そ
し
て
Ｗ
Ｄ
社
と
交
渉
し
て
い
く
事
が
、

労
働
組
合
と
し
て
の
真
価
を
発
揮
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

日
立
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

支
え
て
き
た
の
に

組
合
員
・
従
業
員
の
知
恵
と
力
に
依
拠
し
て

ＷＤ社とは

ウエスタンディジタル社（以下ＷＤ社）は、１９７０年に

設立され、当初は特殊な半導体を作る会社でしたが、１９９

０年代に急速にＨＤＤ部門に特化してきました。その過程で

は、事業売却、企業買収を頻繁に行ってきました。

おもなものでも、１９９９年のシンガポールからマレーシア

へのＨＤＤ製造拠点の移動、２００３年のマレーシアのリー

ドライト社の買収、２００７年マレーシアのコマグ社獲得、

２００９年のマレーシアの生産拠点の閉鎖、同年日立に円板

基材製造部門を売却、２０１０年のシンガポールＨＯＹＡの

記録媒体スパッタリング事業の買収などがあります。

事業売却と企業買収を繰り返す

これらの過程では、数百人から数千人におよぶ激

しい人員整理、解雇が行われてきました。

その結果、ＷＤ社は表に示すように急速に規模を

拡大し、ついに、２０１１年には、世界市場におい

て１位のシェアとなりました。

オランダのＮＰＯであるＳＯＭＯによれば、タイ

のＷＤ工場には労働組合がなく、目標達成のために、

数少ないトイレに行く時間さえなく腎臓病になる人

が多いことや、有害物質防止のための防護服が必要

なのに作業能率が落ちるために脱いで作業すること

も多いことなどが、告発されています。

リストラ合理化が常套手段


